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謹
賀
新
年 

 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は 

穏
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と 

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
区
行
政
に
ご
協
力
を
賜
わ
り
心
か
ら
感
謝 

申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す 

と
と
も
に
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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【
十
二
月
の
行
事
報
告
】 

●
公
民
館
避
難
訓
練 

四
日
、
公
民
館
の
避
難
訓
練
、
消

防
署
へ
の
通
報
・
避
難
誘
導
・
初

期
消
火
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。
当

日
開
催
さ
れ
て
い
た
地
域
福
祉

推
進
委
員
会
及
び
福
祉
協
力
委

員
合
同
研
修
会
参
加
者
の
協
力

を
得
て
避
難
訓
練
と
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
を
一
人
一
度

以
上
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
会
で
は
消
防
署
か

ら
講
師
を
招
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
訓
練
・
研
修
と
も
最
初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
戸

惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
学
ん
だ
こ
と
が
万
が
一
の
時

に
役
に
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

●
平
野
小
一
年
生
生
活
科
「
昔
あ
そ
び
」 

五
日
、
平
野
小
一
年
生
に
「
昔
あ
そ
び
」
の
学
習
指
導

を
し
ま
し
た
。
一
組
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
牛
頸
悠
々
会
・

婦
人
会
・
食
進
会
の
名
人
が
、
ま
り
つ
き
・
竹
と
ん
ぼ
・

は
ね
つ
き
・
こ
ま
回
し
・
け
ん
玉
・
あ
や
と
り
・
お
手

玉
・
お
は
じ
き
・
め
ん
こ
の
昔
あ
そ
び
を
共
に
遊
び
交

流
を
楽
し
み
な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。 

 

【
一
月
の
主
な
行
事
予
定
】 

九
日 

 

あ
い
あ
い
く
ら
ぶ 

一
〇
日 

評
議
員
会 

一
二
日 

公
民
館
運
営
協
議
会 

一
三
日 

消
防
出
初
め
式
（
大
利
中
） 

一
四
日 

成
人
式
（
ま
ど
か
ぴ
あ
） 

 

一
年
生
か
ら
「
昔
あ
そ
び
」
の
絵
日
記
を
預
っ
て
い
ま
す
。
公
民

館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
御
来
館
の
折
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●
子
ど
も
会
餅
つ
き 

毎
年
年
末
に
開
催
さ
れ
る
恒
例
の
行
事
、
子

供
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も
会

餅
つ
き
が
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

平
野
神
社
で
餅
つ
き
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
生
憎
の
天
気
と
な
り
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
搗
き
た
て
の
餅
を
き
な
粉
や

大
根
お
ろ
し
な
ど
で
食
べ
、
豚
汁
も
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
み
ぞ
れ
交
じ
り
の
空
模
様
の
中

で
沢
山
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

親
父
の
会
・
食
進
会
・
婦
人
会
・
父
兄
の
皆
様
方
の
お
世
話
お
手

伝
い
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

●
あ
い
あ
い
会 

定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
あ
い
あ
い
会
」
今

月
も
１
班
、
２
班
、
３
班
と
個
別
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
各
班
趣
向

を
凝
ら
し
た
催
し
で
、
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
、
折

り
紙
で
リ
ー
ズ
作
り
な
ど
。
ま
た
ハ
ー
ブ
・
キ
ー

ボ
ー
ド
・
声
楽
の
演
奏
会
も
開
催
さ
れ
、
美
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
の
音
色
が
響
き
ま
し
た
。 

●
食
生
活
改
善
推
進
会 

１
３
日
に
会
員
が
集
ま
り
今
年
最
後
の
教
室
、

正
月
を
迎
え
る
お
も
て
な
し
料
理
を
作
り
ま

し
た
。
献
立
は
、
て
ま
り
寿
司
・
カ
ブ
の
ポ
タ

ー
ジ
ュ
・
塩
ど
り
の
柚
子
胡
椒
ロ
ー
ル
・
八
幡

巻
き
・
和
風
生
春
巻
き
・
杏
の
蜜
煮
の
六
品
で

す
。
家
庭
の
愛
情
と
温
か
さ
に
旬
の
味
、
ご
ち

そ
う
様
で
し
た
。 

 

 

ス
エ
ち
ゃ
ん
の
牛
頸
ば
な
し 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
七
十
二
回 

牛
頸
の
学
校 

そ
の
二 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
エ
ち
ゃ
ん
の
話
は

六
年
目
に
突
入
！
「
話
題
が
そ
ろ
そ
ろ
ネ
タ
切
れ
」
と
い
う
の
が

皆
さ
ん
も
分
か
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
何
と
か
ほ
じ
く
り
出
し
て
頑

張
り
ま
っ
し
ょ
う
あ
と
一
年
。 

さ
て
寺
小
屋
の
あ
と
明
治
十
一
年
（
１
８
７
４
・
明
治
七
年
と

も
）
平
野
神
社
北
側
（
現
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）
に
牛
頸
下
等
小
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
下
等
と
言
っ
て
も
レ
ベ
ル
が
低
い
と
い
う

事
で
は
な
く
て
、
明
治
五
年
制
定
の
学
制
に
よ
る
六
～
九
歳
、
四

年
制
の
学
校
で
す
。
最
初
の
校
長
兼
教
諭
は
竹
田
定
猗
、
男
子
十

九
名
、
女
子
二
名
。
当
時
牛
頸
村
は
戸
数
１
２
０
、
人
口
６
０
０

名
ほ
ど
で
す
。
当
時
の
教
科
書
が
残
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す

が
。
明
治
十
三
年
に
牛
頸
小
学
校
と
な
り
、
続
い
て
牛
頸
尋
常
小

学
校
と
変
わ
り
、
同
二
十
六
年
に
は
第
三
大
野
尋
常
小
学
校
と
な

り
、
校
舎
手
狭
と
な
っ
て
お
宮
の
南
側
（
現
駐
車
場
？
）
に
移
り

ま
し
た
。
同
三
十
三
年
第
二
大
野
尋
常
小
学
校
に
。
同
四
十
年
義

務
教
育
六
年
と
な
り
、
同
四
十
二
年
（
１
９
０
９
）
ま
た
ま
た
人

口
増
の
た
め
寺
山
（
現
さ
く
ら
公
園
）
に
移
転
。
そ
の
後
牛
頸
尋

常
小
学
校
に
戻
り
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
第
二
次
世
界
大

戦
勃
発
後
に
牛
頸
国
民
小
学
校
。
大
戦
終
了
後
、
昭
和
二
十
二
年

に
大
野
村
立
牛
頸
小
学
校
に
（
こ
の
年
大
野
中
学
校
創
設
）
六
・

三
・
三
・
四
の
教
育
制
度
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
南

ヶ
丘
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
、
翌
四
十
四
年
に
は
南
ヶ
丘
か
ら
の

児
童
の
転
入
が
始
ま
り
ま
す
。
児
童
数
の
急
増
に
よ
っ
て
四
十
六

年
三
月
牛
頸
小
学
校
は
閉
校
さ
れ
ま
し
た
。 
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